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 学際融合教育研究推進センター 生存基盤科学研究ユニット 













7 月 5 日頃から 1 カ月間ノタリを行った。 








3 日おいて、からだ休めに畑仕事をしてから 2 番目の
ノタリの『あげどり』をした。あげどりは、株に土を
よせる心持ちでかき混ぜるんや」。 




で乾かした。            （つづく） 
機械化以前のコメ作り：田植えと草取り 
          守山ＦＳ研究員 藤井美穂 
滋賀県守山市洲本町開発（かいほつ）集落では、6
月10日頃から同月末までの期間に田植えが行われた。




さ 6 尺 4 寸（約 2m）のケンザオの間隔に 2 尺(60cm)
の縄竹と呼ばれる竹をさしていった。その後、縄を２
本ずつ両手にもって、畔を歩いて縄をはった。両手に



































































































































































































































































































平成 24 年 2月 8 日発行 
 催しのご案内 
■ 43回 定例研究会 
1． 日時：平成 24年 2月 24日（金）16:00～19:00 
2． 場所：守山 FS（滋賀県守山市梅田町 12-32） 
3． 最終報告書草稿の発表および検討 
＊参加希望者は、京都大学 東南アジア研究所 実践型地域研究推進室  




















































































写真 2 カルジュン 
 
写真 3 ダウフに載せたペンシ 
